
生きている音をそのまま伝えよう

生きている音を聞いてみよう
－ ALS準拠データのディジタル機器による再生 －

• 国 際 標 準 技 術 の 音 響 ロ ス レ ス 符 号 化

(MPEG-4 ALS) に準拠したディジタルオー

ディオ機器の試作機を紹介します．

• 近い将来，皆様に使っていただけるように

機器への実装を行っています．圧縮しても原

音を復元できるので高品質の音を楽しめます．

• 圧縮しても劣化することが無いので，安心

して音を伝えることができるようになりま

す．また，そのままの音を未来へ伝えるこ

とができるようにもなります．

• 携帯音楽プレーヤでも再生できるので，皆

様に是非使っていただきたいです．
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IPTVのデータを想定：
MPEG-4 ALS over MPEG-2 TS

（標準化済み）

ロスレス圧縮された
音のデータ
（ディジタル信号）

MPEG-4 ALS over SPDIF
（IEC 61937-10で標準化中）

音のデータ
（ディジタル信号：
PCM over SPDIF）

ディジタルアンプや
D/Aコンバータなど

装置A：IPTVの受信機
への実装を想定

装置B：ディジタルアンプ

への実装を想定

・ネットワークを通
してテレビやラジオ
を楽しむ時代がやっ
てきます．そのとき
のために標準化を通
して皆様に使ってい
ただけるための準備
をしています．

・IPTV：ひかりTVのようにネットワークを使ってテレビを視聴できるようにする技術
・IEC（国際電気標準会議）：電気・電子分野の国際規格を作成する機関
・SPDIF：光や同軸の端子で音響機器等を接続しディジタル信号を伝送するための規格

・PCM：CDなどで使われている
アナログ信号をディジタル信号に変換する方式


